
（発言内容）

今からチームメガロドンの発表を行います。
私たちは、Let’ｓ廃校リノベーションというプロジェクトに取り組んで
きました。
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（発言内容）

そこでまず、大野の現状と課題に目を付けました。
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※高校生独自の計算による数値です

（発言内容）

そこで挙げられたこととして、廃校の数が増加している、廃校の維
持費が増加している、家族連れや若者が泊まりたいと思っている
宿泊施設が充実していない、観光客が減少している、ということが
挙げられました。
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（発言内容）

そこで、私たちは廃校である蕨生小学校を活用して、グランピング
リゾート施設を開くことを提案します。
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（発言内容）

グランピング施設を提案するは、大野の宿泊施設が充実していな
い、大野の長所である、自然や星などを活かしたい、廃校を活用し
たいという点からです。
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（発言内容）

グランピングについて知らない方もいると思うのでグランピングとは
何かを紹介したいと思います。

グランピングとは、英語で「華やかな、魅力的な」を意味するグラマ
ラスとキャンピングを組み合わせたものです。

直訳すると「魅力的なキャンプ」という意味になります。
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（発言内容）

スライドを見てください。こちらがグランピングの内装と外観の例と
なります。
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（発言内容）

私たちは、廃校活用の成功例として、千葉県市原市にある「高滝
湖グランピングリゾート施設」を例に考えました。
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（発言内容）

スライドを見てください。こちらは高滝湖グランピングリゾート施設を
利用した方々による評価と口コミです。

まず、総合評価は星４以上と高く、ほとんどの人が満足しているこ
とがわかります。

次に、口コミです。グランピング施設の近くにコンビニがあって、
バーベキューで食べたい物を買うことができたという点で大野では
コンビニではなく、道の駅を活用して大野の特産品をその場で食べ
てもらうと良いと考えています。

 「体育館で身体を動かせて良い」、これは廃校を活用するからこそ
できることだと思います。

 「夜にはテントから星が観れてきれい」、大野の長所の１つである
星を活かすことができます。

 「帰りにオリジナルグッズを買った」という点では、校舎に誰でも出
店できるショップやカフェを作ろうと考えています。
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（発言内容）

グランピングの施設内容は、教室では誰でも出店できるショップや
カフェ、校庭では宿泊用のテントを建て、大野の季節の風物詩を楽
しめるイベントを考えています。

屋上では夏の星座観察をしようと考えています。
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（発言内容）

集客方法は家族連れや若者を狙いとして、ホームページ、インスタ
グラム、ツイッターなどを使って観光客を集めます。

大野の小学校などの姉妹校を、夏休み以外などの来客が少ないと
きに呼んで、子供から親へ広げることを狙いとします。
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（発言内容）

どうして蕨生小学校を選んだかというと、大きな理由の一つとして、
新しくできた道の駅に近いという点です。

道の駅に来た人がたくさん利用して、道の駅も含めて、観光スポッ
トとなると思います。

ほかには土地が広く、テントや設備を建てることができるという点で
す。
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（発言内容）

予想される利益として、全国で最も多いとされている、４人家族が
宿泊すると仮定して、一泊二日の料金は大人２人で約３万５千円、
子供２人で約１万５千円、合わせて一家族で５万円となります。

道の駅の来客者と校庭の広さから考えて、一週間で最大１０世帯
入れるとすると、５万円×１０世帯、一週間で５０万円、１ケ月で２０
世帯、１２か月で２４０世帯、最大で年間１２００万円の利益を得る
ことができます。
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（発言内容）

教室でショップやカフェを開くことにより、市外や県外の方々はもち
ろん、大野市民の方々でもお店を開きたいという人が集まったり、
バザーを開くことで手芸が好きな人やお店を出したいけど勇気が
出ない人など多くの地域の方々が参加することができます。

また、グランピングでの思い出を形として残すこともできます。
地域と市外県外、地域と地域の結びつきが強くなった大野はとても
素敵だと思いませんか。
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（発言内容）

最後に、私たちが提案するのは、蕨生小学校をリノベーションして、
グランピング施設を作り、大野市に来る観光客の数を増やし、大野
市を豊かにしようということです。

これで私たちの発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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